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 平成 29年 10月 19日(木)、岩手県民会館中ホールにて「いわて建設業みらいフォーラム」を開催しました。 

 このフォーラムは、県民の安全で安心な暮らしに果たす建設業の役割やその魅力を積極的に発信すること

で、建設業のイメージアップを図り、次世代を担う若者をはじめとした県民の建設業への理解や関心を高めるこ

とを目的としたもので、今回で５回目の開催となります。 

 当日は県内の生徒・学生、建設業関係者など約 300 名以上の方々にご参加いただき、建設に係る取組事

例の発表や建設業のこれからを語るパネルディスカッションを行ったほか、大船渡市出身のシンガーソングライ

ター濱守栄子さんによるミニコンサートや企業ブースでの建設企業の紹介や技術展示が行われました。 

いわて建設業みらいフォーラム 
を開催しました 

 

主催の岩手県と県建設業協会をそれぞれ代表して、中

野県土整備部長と木下県建設業協会会長から挨拶を行い

ました。 

中野部長からは、建設業は災害対応や老朽化への対応

などこれからも必要であり、i-Construction によりクールな産

業になっていくこと、木下会長からは、建設業の仕事は大変

な部分もあるが、形に残るとてもやりがいのある仕事であるこ

となどを生徒・学生ほか参加者へ伝えました。 

 

実際に県内の建設会社で働く若手技術者を代表し

て、㈱小原建設の佐々木友紀さんと㈱平野組の菊池

麻菜さんから、それぞれ土木工事、建築工事の現場

での業務の内容や仕事のやりがい等について発表して

いただきました。 

また、これから建設業に携わっていく学生、生徒を

代表して、県立産業短期大学校建築科の学生から卒

業研究の取組状況やものづくり競技会への挑戦等に

ついて、県立黒沢尻工業高校土木科の生徒からは地

元建設業協会と連携した模擬面接指導の取組につい

て発表していただきました。 

第１部 建設に係る取組事例発表 

佐々木友紀さん（㈱小原建設） 

菊池麻菜さん（㈱平野組） 赤坂さん、新山さん（県立産業短期大学校建築科） 伊藤さん、藤田さん、古﨑さん（県立黒沢尻工業高校土木科） 

中野県土整備部長 木下県建設業協会会長 
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コーディネーターに、県建設業協会青年部

連絡協議会会長の佐々木信行さん（高田工

業㈱代表取締役社長）、パネラーとして、取

組事例の発表者に、県土整備部下水環境

課主任の櫻庭志歩さんを加えた意見交換を

行いました。 

建設業の社会的役割、働く環境づくり、ICT

の導入、これからの目標等について、それぞ

れの立場から活発な意見交換が行われまし

た。 

第２部 パネルディスカッション テーマ「建設業の今とこれから」 

第３部では、大船渡市出身のシンガーソングライタ

ー濱守栄子さんによるミニコンサートが行われ、東日

本大震災や復興支援活動に関するトークと代表曲

「国道 45 号線」をはじめとする素敵な歌で、ステージ

を彩っていただきました。 

会場ロビーでは、県内建設会社による企業紹介

や、ICT建機メーカーによる技術展示が行われ、参加

者が興味深く積極的に見学していました。 

フォーラム実施後、参加者からいただいたアンケートでは、 

・現在の建設業について詳しく知ることができ、もっと若い人たちが建設業をやっていくことが大切だと感じた。

（高校生） 

・実際に働いている方の話が聞けて、より建設業に興味を持った。（学生） 

・ロビー展示の企業はもう少し多い方が良く、資料だけでも多くの企業のものが欲しい。（会社員） 

といったご感想、ご意見をいただきました。 

 

今後も、ご意見を生かしながら継続してフォーラムを実施していきたいと考えておりますので、皆様もぜひ次回

フォーラムにご参加ください。 

フォーラムの成果と今後に向けて 


